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北海道部 あずさ部

札幌台中(台湾) 甲府台南（台湾） 和歌山

北見 福岡中央、京都ウイング 山手 姫路グローバル、大阪茨木

South Oakland (USA) 京都、東京江東 Taegu Jung Ang(韓国) 大阪西、京都ウエスト

台北ダウンタウン（準備中） Taipei Central(台湾) 神戸西、熊本にし

ハワイカリヒ（米国） 下田 Soul Han Yangk（韓国） 神戸学園都市

ミンドレ（韓国） Tsim Sha Tui（香港）

ウイルシャー（USA） 桃園（台湾） 大阪泉北

北東部 Haeundai（韓国）

Linkoping (スエーデン) 東京サンライズTaipei Union（台湾） 京都プリンス、東広島

Chuncheon Omega(韓国) 甲府２１ 草津

Montery Peninsula (USA) 京都グローバル Novosibirsk XXI（ロシア） 大阪セントラル

Bangalore R.T. Nagar (インド） 高雄ポート（台湾）

Bryansk(ロシア） 東京たんぽぽAnsan Sunrise Women'ｓ（韓国） 大阪なかのしま

Bangalore-Jayanagar（インド） 富士五湖 大津

仙台青葉城Sao P aulo Central（ブラジル） 姫路グローバル、東京北 湘南・沖縄部

足利 鎌倉 Wellawatte（スリランカ） 大阪長野

那須 姫路・東京目黒とﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙ（予定） Beta Chapter （シンガポール）

もりおか 芦屋、岩国みなみ Keelung（台湾）

仙台広瀬川 金沢 沖縄那覇 東京世田谷

関東東部 鎌倉 足利､芦屋

Taegu（韓国） 十勝 横浜とつか 名古屋グランパス

台中エバーナイス（台湾） Randers（デンマーク）

千葉Pusan Central（韓国） Providiv （ブルガリア）

東京グリーンManila Downtown（フィリピン） 京都パレス 富士山部

埼玉Taipei Downtown （台湾） 麗水（韓国） 京都パレス

東京北Wallawatte （スリランカ） 仙台青葉城 台中（台湾）

東京ひがしPusan Beach（韓国） 京都ウエスト 釜山アルファ (韓国）

川越Salem (USA) 北九州 マニラダウンタウン(フィリピン)　

東新部 清州西原（韓国） 彦根

東京Bendigo（オーストラリア） 京都キャピタル ハイデラバード（インド） 京都トップス（予定）

Hong Kong　(中国） 伊東Puli（台湾） 彦根シャトー

Seoul（韓国） 三島Busan Fontier（韓国） 京都

Hilo （USA) 下田パゴダ（韓国） 札幌北、四日市

Taipei (台湾） 東カウアイ（ハワイ USA） 和歌山紀の川、名古屋

IBC-Triangle （Tokyo-Taipei-Seoul) カルガリー北、カルガリー南（カナダ）

Stockholm-Bromma（スエーデン） 神戸ポート 台北（台湾）

Kingsville (オーストラリア) ロス・ホイティア（USA）

Katajaiset-Helsinki（フィンランド） ソウル　チュンアン（韓国）

Gardena Valley (USA) 沖縄那覇 Vejle（デンマーク）

Kaimuki (USA) トリバンドラム（インド）

Puli (台湾) 姫路･那須とﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙ（予定） ナイロビ（ケニア）

Inchon (韓国) 御殿場台南（台湾） 奈良、名古屋東海

東京まちだ 宝塚、鳥取 富士バンコク（タイ） 京都エイブル

Silver State  （マレーシア） 富士宮 滋賀蒲生野

ベルバクティ KL （マレーシア）

東京ｾﾝﾃﾆｱﾙ金海（韓国）

東京銀座Kaimuki (U.S.A.)



熱海

沼津

熱海グローリー

東京西

東京武蔵野多摩

松本

東京八王子

横浜

横浜つづき

東京世田谷

東京目黒

東京コスモス



十勝

札幌北

仙台

宇都宮

東京江東

東京むかで


国際役員の投票はお済みですか？
国際役員（次々期国際会長、次期国際会計、次々期アジア地域選出国際議員（アジア地域会長）の投票の締め切りは1月30日（スイス・ジュネーブ国際本部必着）です。クラブ会長の皆さまは、郵送している候補者のプロフィールを参考にしていただき投票をお願いいたします。投票は郵送、ファックス、メール添付の何れの方法でも結構ですが、注意事項を良くお読みください。投票用紙の送付が完了したら各部長にその旨報告いただき、各部長は部内全クラブが期限内に投票するようフォローをよろしくお願いいたします。



第18回東日本区大会のご案内
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第18回東日本区大会の準備が佳境に入っています。東日本区全メンバーのご自宅に1月中にご案内、登録申込書等が郵送されます。2月10日を過ぎても届かない場合は、東日本区事務所までご連絡ください。登録受付期間は2月16日（月）～4月15日（水）を予定しています。東日本区最大の行事であり、今年度の集大成、来年度のキックオフでの区大会です。多数のご参加を期待しています。
＜大会の概要＞
· 開催日：2015年6月6日（土）、7日（日）
· 会場：厚木市文化会館、レンブラントホテル（神奈川県厚木市）

· 大会テーマ：「ここから未来へ」

· 登録費：メンバー、メネット：16,000円　ユース:8,000円

· 登録方法：登録申込書をFAXまたは郵送

· 主なプログラム：

6日：開会式、理事報告、事業主任・部長報告、ロボットアワー、分科会、晩餐会、フェローシップアワー 

7日：聖日礼拝、表彰式、引継式、閉会式
· 大会の特徴：

厚木市の全面的協力で会場費削減
久しぶりの分科会で参加型の大会

2日目の開始時刻を遅めにし、近くの方は日帰り2回での参加も可能に

充実したエクスカーション


第20回東日本区大会ホストクラブ募集

2015年の厚木での第18回東日本区大会（田中理事主宰）、2016年の長野での第19回東日本区大会（渡辺理事主宰）に続く、2017年の第20回東日本区大会（利根川理事主宰）のホストクラブを募集いたします。クラブの活性化、EMCのために、あるいは、周年記念事業等として積極的に応募ください。複数クラブから立候補があった場合は、東日本区定款施行細則第8条第1項の定めに従って選定が行われます。立候補を希望されるクラブは用紙を東日本区事務所までご請求ください。応募の締め切りは3月15日です。


後期半年報の提出をお願いいたします。

後期半年報の締め切りは、各クラブ会長から部長宛（今回から東日本区事務所にも写しをお願いいたします。）が1月10日（土）で、各部長から涌澤会員増強事業主任宛が1月15日（木）です。１クラブでも遅れると集計ができません。どうぞよろしくお願いいたします。詳しくはP４の「EMC事業通信」をご覧ください。


地域奉仕事業主任から
地域奉仕事業主任　山本剛史郎
【お年玉切手シートの拠出にご協力ください】

東日本区「CS・Yサ・ASF資金」の原資となるお年玉当せん切手シート（3等の賞品）の拠出にご協力下さい。友人、知人にも広く呼び掛けていただき、沢山の切手シートを集めましょう。収集の過程でワイズメンズクラブの良きPRにもなります。当選番号の発表は1月18日（日）です。

各クラブから区事務所にお送り頂いた切手シート（または切手シート額面（134円）×枚数分の現金）はCS献金（1人当たり目標：1,250円以上）に加算されます。

【「電気使用量チェック」のご報告】
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今年度、「電気使用量チェック」を行いましたが、皆様のご協力に感謝いたします。その集計結果がまとまりましたので、ご報告と主任としての感想を述べたいと思います。
まずは、集計の結果ですが、ご協力いただいたクラブは61クラブ中28クラブで46％、全会員980人中223人で23％でした。（この数字は2014年7月時点でのクラブ数であり、また集計した時点での各クラブからの人数報告が半年報と若干ズレがあります。）そして、参加してくださった家庭での今年度の電気使用量の総計が86,817kWh、昨年同月の総計が93,392kWhで、6,575kWhの減少でした。
この参加率が高いか低いかというのは一概には言えない数字だと思います。以前にも東日本区でこの電気使用量チェックを行った時も参加率25％前後で、その時とほとんど変わらない数値でした。ただし、1クラブも参加・ご協力を頂けなかった部もありましたので、その点についてはいろいろと反省すべきことはあったと思います。しかし、この取り組みを行っていく中で、「電気ご使用量のお知らせ」の存在を知らず、それが毎月、自宅に送られてくることを初めて知ったという方もいました。私としてはそのような方が1人でも2人でもいればこの取り組みは無駄ではなかったと感じています。
以前にもこの東日本区ニュースに書きましたが、この取り組みは環境問題を考える「はじめの一歩」または「きっかけ」に過ぎません。また、間もなく4年が経つあの3.11東日本大震災のことを忘れるわけにはいきません。あの時の福島第1原子力発電所の事故は大震災とそれに伴う津波による犠牲者と被害に匹敵するぐらいの影響を与えました。そして、電力不足による計画停電などは東京電力管内（埼玉県）に住んでいる私にも大きな影響を与えました。ワイズメンズクラブの目的（『ハンドブック＆ロースター』を参照）の4番目に「宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員を啓発し、積極的に参加させる。」とあります。この環境問題、また電力問題はまさに、日本における「宗教・社会・経済・国際などの諸問題」の重要な一つであることは間違いありません。その意味からもこの電力チェックは小さな試みではあるかも知れないけれども、まさに「啓発」という意味で今後も続けていく意味があると思います。
【カンボジアに歯ブラシを】

東京サンライズクラブの12月号ブリテンに興味深い記事が載っていました。ワイズドットコムで配信されていますので、お読みになった方も多いと思いますが、それは同クラブのファンド委員会の「集めています」という記事です。集めているものは「使用済み切手」「プルタブ」「歯ブラシ」「お年玉切手」の4種類でした。「使用済み切手」「プルタブ」「お年玉切手」は多くのワイズで集めているので分かりますが、「歯ブラシ」とは何だろうと思いました。それは、そのまま引用すると「歯ブラシは姫路YMCAによってカンボジアへ送られ、子どもたちの虫歯撲滅に役立っています。」とのことでした。そこで、このことをもう少し詳しく調べてみました。以下、新聞記事からの引用です。
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「1991年夏、姫路YMCA元理事長で歯科医師の松崎豊さん（1994年に死去）が、カンボジアの難民キャンプを訪れた際、歯磨きの習慣がないことに加え、内戦の影響で歯科医師が不足し、子どもたちの多くが重い虫歯や歯周病を患っている現状を知った。松崎さんは、予防のために歯磨きの習慣を身につけてもらおうと、1991年に全国のYMCAに協力を呼びかけて歯ブラシを集め、1993年からは歯科医師や大学生など有志を募ってツアーを始めた。松崎さんが亡くなった後も引き継がれ、ツアーにはこれまで186人（2010年10月時点）が参加。首都プノンペンから南へ約100キロのタケオ州で、子どもたちや保護者、学校の教師らに歯磨きの大切さや正しい歯ブラシの使い方を指導してきた。1997年に戦闘が激化した影響で断念したのを除くと、毎年、歯ブラシを届け続けている。歯磨きの習慣が徐々に広まり、歯ブラシを子どもに買い与える親も増えたという。長年の功績が認められ、2007年11月には政府から感謝状が贈られた。」（2010年10月2日、読売新聞）

この活動は、現在も続いており、姫路YMCA、姫路グローバルワイズメンズクラブが主体となり、毎年11月にはその中心メンバーの歯科医師、英和夫（はなぶさかずお）さんが歯磨き指導のスタディツアーを行っています。2014年11月に、このスタディツアーに参加した姫路YMCAのリーダーの記事が「YMCAひめじNEWS LETTER　12月号」（姫路YMCAのホームページから読むことができます）に掲載されていますので、ぜひ、皆様も一読されることをお勧めいたします。
この「カンボジアに歯ブラシを」というのは東日本区の各クラブにおいても検討いただきたい運動だと思います。「我々は微力ではあるが、無力ではない。」という言葉のとおり、一人ひとりは本当に小さな力でも、それがまとまれば大きな力になっていきます。皆さまのご家庭に眠っている使わない歯ブラシがあれば、それを活かしてみませんか。



EMC事業通信
会員増強事業主任　涌澤　博

12月はEMC-MCの月と同時に各クラブのクリスマス例会が開催され、その中で入会式を行われたたクラブもありました。私の手元に届いている会員異動報告書では、12月は甲府21クラブ3名、東京ベイサイドクラブ2名の入会者が報告されました。また、現時点で1月入会者の異動報告も寄せられており、新年例会でも入会式を行うクラブが多くなりそうです。

半期年度での退会者も心配しましたが、12月末現在での退会報告は僅かで、今期前半、各クラブで大いに会員増強に取り組んでいただいた結果だと思っています。後半も会員増強へのご理解とご協力をお願いします。

【後期半年報提出のお願い】
各クラブ会長、部長宛に半年報の案内用紙が郵送されていると思いますが、後期半年報の締め切りは、各クラブ会長から部長宛が１月10日（土）です。今回から東日本区事務所にも写しをお願いいたします。各部長から会員増強事業主任宛は１月15日（木）が締め切りです。なお、半年報用紙は東日本区ウェブサイトからダウンロードできます。その他各種申請用紙（会員異動報告書、ヤングメンバー申請、広義・功労申請など）もウェブサイトからダウンロードできますので、ご活用下さい。
東日本区ウェブサイト（会員増強関係）：　http://ys-east.jimdo.com/会員増強/　
 ＜半年報集計時の注意事項＞
· 2014年７月１日から12月31日までの入退会者の異動を反映したものが今回の後期半年報となります。2015年１月１日付以降の入退会者は来年度(2015年７月)の前期半年報の対象となります。

· 休会者は退会者と同じ扱いで、メンバー数に含みません。 

· 担当主事の交代の場合も入退会者に含んでください。 

【インビテーションキャンペーン開催中です！】
「インビテーションキャンペーン」開催中です。例会に招待し、参加された方の人数（ポイント）を記録しておいて下さい。例会に１人出席で１ポイントとなり、表彰の対象となります。期間は2014年5月1日～2015年4月30日までです。例会に大勢の招待者を招いて、楽しい例会を開催しましょう。そしてインビテーションポイントを集め、更なる会員増強に繋げて行きましょう！


国際・交流事業ニュース

国際・交流事業主任　利根川恵子
【1月はIBC/DBC強調月間です。】
IBCやDBCを締結し、交流を深めることの意義はすでに11月の東日本区ニュースで書かせていただきましたので、みなさまご承知のことと思います。区や国を越えて同じ理想を持つ人々が手をつなぐことは、何にも勝る連帯と活力を生み出します。この機会にIBC/DBCの意義について各クラブで再確認していただき、未締結のクラブは締結について、締結済みのクラブは交流の活性化や深化について考えていただけると幸いです。
ご参考までに、現在のIBC/DBC締結の一覧を2014～2015年ロースターのデータに基づき作成しました。一覧には今後締結が決定しているクラブについての情報も追加してあります。
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残念ながら、締結はしたものの「睡眠状態」という報告も多々ありますが、彦根クラブとインド・ハイデラバードクラブのように、活発な交流が50年続いているところもあります。長く継続する秘訣を伺ったところ、「リーダーシップ」とのお答えでした。何をするにもそうですが、中心となってグループを目指す方向に牽引するリーダーと周囲で支えるメンバーがいてこそ物事は動きます。IBC/DBC交流もクラブ会長を中心にメンバーの総意で進めていただくことが肝要です。是非ワイズ運動の優れた特徴であるこの制度を利用して、ワイズの醍醐味を楽しんでください。
【新しいDBC誕生！もりおかクラブと岩国みなみクラブが締結】 
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12月13日、盛岡市において、もりおかクラブと岩国みなみクラブのDBC締結式が多くの参加者を得て行われ、晴れて両クラブが正式にDBCとなりました。
当日は、川本西日本区国際・交流事業主主任が司会を務め、東日本区・田中理事、もりおかクラブ山口会長、岩国みなみクラブ佐竹会長が締結書に署名をしました。立会人は、高瀬西日本区直前理事（岩国みなみクラブメンバー）、山口東日本区北東部国際交流事業主査でした。両クラブが末長い交流でますます発展することを期待いたします。
【BF献金国際表彰クラブ発表】
BF献金の国際協会による表彰には、現金と使用済み切手換金額の合計をメンバー数で割り、一人あたりの献金額を5つのレベルに分け表彰するアルフ・レイノルズ賞、使用済み切手の拠出額の多いトップ10クラブを表彰するアーニー・ベル賞、献金総額の高いトップ10のクラブを表彰するトップ・テン賞等があります。
この度、2013年度の献金額による表彰結果が国際本部から届き、東日本区からも多くのクラブが受賞となりましたので、お知らせいたします。なお、国際協会からの表彰パッチが届き次第、該当のクラブにお送りいたします。おめでとうございました。

＜トップ・テン賞＞
東京（第3位）、伊東（第6位）
＜アルフ・レイノルズ賞＞
レベル4（１人あたり50ドル以上）：伊東
レベル3（１人あたり25ドル以上）：東京、東京まちだ
レベル2（1人あたり10ドル以上）：北見、十勝、札幌北、仙台青葉城、宇都宮東、もりおか、東京むかで、東京世田谷、東京目黒、東京コスモス、信越妙高、東京江東、千葉、東京グリーン、埼玉、東京北、川越、甲府、東京山手、東京西、東京武蔵野多摩、松本、東京サンライズ、甲府21、東京八王子、東京たんぽぽ、富士五湖、長野、横浜、鎌倉、厚木、横浜つづき、熱海、沼津、三島、下田、熱海グローリー、御殿場、富士、富士宮  (計40クラブ)


ユース事業通信
ユース事業主任　衣笠輝夫

【アジア地域ユースコンボケーション参加者推薦のお願い】
かねてご案内のとおり、アジア地域ユースコンボケーション（AYC）が2015年7月29日から8月2日までの5日間、京都・あうる京北で開催されます。
つきましては、若者たちに広く世界を知り、考え、成長するチャンスを与え、さらに、ワイズ/YMCAをより理解してもらうために、各クラブにおかれましてはクラブ会長宛にご送付の「AYC案内・登録要領」, 「京都AYC推薦依頼」および「京都AYC推薦用紙」をご参照の上、周囲の若者たちにご案内いただき、参加者の推薦をお願い致します。

· 開催日程：2015年7月29日（水）～8月2日（日）

· 開催場所：あうる京北（京都府立ゼミナールハウス）

· 募集人数：100名（海外、西日本区を含む）

· 登録費　：27,000円

· 補助金　：東日本区からの20,000円／人を一律補助します。クラブ、部においても補助頂けるようご配慮下さい。

· 推薦締切：2015年3月20日（金）までに登録申込書（本人記入）および推薦書（各クラブ会長記入）を各クラブ会長から部長または部ユース事業主査経由で東日本区事務所にFAXまたはメールしてください。
【プルタブ収集活動による車イス１台贈呈先の募集】
12月にプルタブ収集量が700kg以上に達しました。つきましては車イス１台の贈呈先の募集をします。応募されるクラブは、各部ユース事業主査またはユース事業主任までご連絡ください。「車椅子贈呈先申請書」をお送りします。

· 募集期間：2015年1月1日～2月28日

· 贈呈：車椅子１台

· 選考：ユース事業委員会



東日本大震災支援対策本部から
東日本大震災支援対策本部長／理事　田中博之
各クラブで継続して被災者支援、復興支援に取り組まれていることに敬意を表します。各クラブ等から寄せられました最近の支援活動をご紹介いたします。 

【女川町こども獅子頭制作の支援】
[image: image13.jpg]


仙台3クラブと東京むかでクラブでは、被災地支援の一環として、宮城県女川町の伝統獅子舞グループの「子ども獅子頭」の制作の支援を行っています。
1830年、伊勢神宮の分祀として設立された鷲神熊野神社は、女川の守り神社として地域の人々に親しまれ、育てられてきました。女川は20メートルの津波によって多くの犠牲者が出ました。神社は高台にあったため、津波の直接被害は免れましたが、約400人の氏子は甚大な被害を蒙りました。神社は復興工事で山を切り崩すため町内桜ヶ丘地区に移転することになりましたが、長年続けられてきた熊野神社の伝統円舞は、氏子の皆さんと子どもたちに引き継がれ、被災者を励ますため仮設住宅や被災住宅を巡回し、震災後に復活したお祭りなどで演じられてきました。その間、これまで獅子舞のとき使用された子ども用獅子頭は津波の被害を受けたため、段ボールで作られた手作りの獅子頭を使用していました。伝統を引き継ぐ子ども達に、本物の獅子頭で大人たちと一緒に円舞させたいと、氏子代表から東松島市と石巻市で被災地支援活動を続ける仙台YMCAが相談を受け、仙台3クラブと東京むかでクラブがその支援を行うことといたしました。
11月24日（月）には、本年3月の東松島市「津波の教え石」事業で母子像を制作していただいた彫刻家の大塚亮治さん（島田市）によって面打ち実演会が行われ、12月末には完成した獅子頭を子ども達に引渡し、新年に入ってから「鷲神熊野神社」において贈呈式が行われる予定です。なお、大晦日のNHK紅白歌合戦終了後の「ゆく年くる年」生番組で、同神社と今回贈呈する子ども獅子頭が他の大人獅子頭とともに中継されました。

なお、西日本区・姫路クラブの紹介で「姫路さくらライオンズクラブ」にもこのプロジェクトの支援を頂いています。
【宮古ボランティアセンターから】
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盛岡YMCA濱塚総主事から、盛岡YMCA宮古ボランティアセンターの近況や今後についてメッセージをいただきました。各クラブの引き続いてのご支援をよろしくお願いいたします。

（各クラブ、部での支援活動の予定、実施報告をお寄せください。このコーナーでご紹介させていただきます。）


LTニュース
LT委員長　伊藤幾夫

いよいよ下半期に入りました。次期に向けての準備が始まっていることと思います。各部では次々期部長、次期事業主査の選出を終えていることと思います。各クラブにおいては、次期クラブ会長・役員の選出が始まっています。メンバーの高齢化が進んでいる今、「クラブ力」が低下していることも事実で、クラブ役員の選出にも、その影響が出ているといわざるを得ません。

ワイズの心得として、「ワイズマンであること自体がリーダーシップ・トレーニングである」として、私たちはいままで活動してきました。しかし、メンバーの高齢化の中で「ワイズマンでありながらリーダーシップを果たせない」という現状に私たちが直面していることも事実です。このような状況に私たちワイズはどのように対処していったらよいか、今こそ知恵を出し合うときだといえるでしょう。東日本区では、11月1日（土）に次期部長・事業主任研修会を開催しました。会員数の減少、それに伴う財政の逼迫化という現状を踏まえて、渡辺隆次期理事は次期の区運営を考えるにあたり、3Sを掲げています。SIMPLE、SLIM、SPEEDです。3月7日（土）～8日（日）、1泊2日で「次期クラブ会長・部役員研修会」が東山荘（御殿場）で開催されます。大いに語り合って、智恵を出し合いましょう。
＜次期クラブ会長・部役員研修会の概要＞

· 開始：3月7日（土） 13:00　　終了：3月8日（日）12:30

· 内容：基調講演（岡本尚男元日本区理事（京都キャピタル）、東日本区、国際、アジア地域の現況、次期理事、各事業主任方針、YMCA理解、部毎の懇談、部事業主査の役割、会長の務め、役割別分科会、事務手続きのポイント、会計について、ＩＴについて、等
（各クラブ、部では出席される方々の交通費等のご支援をよろしくお願い申しあげます。）


メネットだより
ワイズメネット委員長　加藤真子
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皆様明けましておめでとうございます。メネット委員長をお引き受けしてから何も分からずアタフタしている間に半年が経ち、その中で皆様に“是非もう一度被災地に足を運んでいただきたい”、という思いで「11/29メネットのつどい」を宮城県塩竈市桂島で開催し、50名の皆様の参加をいただきましたこと、心より感謝申し上げます。

その「メネットのつどい」のスピーカー「NPO法人まなびのたねネットワーク」の伊勢みゆきさんより、『皆様に買っていただいた「まるっとせんべい」を企画した「石巻まるっと高高連携応援団」が、文部省と経済産業省との共同実施による「第4回キャリア教育推進連携表彰」の特別賞を受賞しました』という嬉しい連絡をいただきました。震災を乗り越えて活躍する宮城県の高校生にエールを送りたいと思います。
【仙台メネットの集い】

12/17、仙台広瀬川メネット会主催による「仙台メネットの集い」が仙台YMCAで開催され、メネット、メン、YMCA職員と共に出席してまいりました。仙台広瀬川クラブのメンバーの井上恵子さん（兵庫県西宮市在住）による「ユダヤ人がなぜ迫害されたか、戦争を起こす人の理由」と題して「目からうろこ」の話をたっぷりお聞きしました。今回の集いは仙台3クラブの輪と懇親を深めるために企画されたもので、メネット会主催の「仙台メネットの集い」は初の試みでした。東日本区の中でメネット会があるクラブは年々減り、現在15クラブ（昨年度アンケートより）で、その内の仙台3クラブ合同でこのような独自のプログラムが実施されたことを嬉しく思います。

【メネット献金について】

メネット献金は、12月末の時点で15クラブから届けられ、計231,200円となりました。当初の締め切りは年内までとなっておりましたが、まだ受け付けておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。これらの献金はメネットプログラムの活動資金となります。絵本を楽しみにしている子供たちへの「絵本を贈る運動」もこれからです。また東日本大震災への献金は大切な支援金となっています。メネット会のないクラブもぜひクラブとして献金をお願いいたします。


ワイズドットコム加入のお奨め
「ワイズドットコム」は東日本区のワイズメン、メネットの皆さまを対象とし、西日本区の方々も大勢加入されているメーリングリストです。「ワイズドットコム」宛にメールを送信されると瞬時に全ての加入メンバーに届きます。現在、加入者は東日本区約500名、西日本区約100名で、今年度は東日本区内の全てのクラブ会長が加入されています。
ブリテンの配信にも活用されていて、今年度は半数以上のクラブがワイズドットコムの利用によって、ブリテン郵送コスト、手間の削減がなされています。未加入の方はぜひどうぞ。もちろん無料です。私または大久保ITアドバイザーにご連絡いただければ直ぐに手続きいたします。また、各クラブ会長の皆さまにはご希望によってクラブ内の加入者一覧をお送りいたしますのでクラブ内での加入のお奨めをよろしくお願い申しあげます。

（理事　田中博之）



京都アジア地域大会の登録について
2015年7月31日(金)から8月2日（日）まで京都で開催される第26回アジア地域大会の登録受け付け中です。早期登録は3月31日（火）までです。お早目にどうぞ。



1月の予定

1月10日（土）
在京ワイズ合同新年会（桜美林大学多摩アカデミーヒルズ）

1月10日（土）
半年報提出締め切り（クラブ会長→部長、東日本区事務所）

1月15日（木）
半年報提出締め切り（部長→会員増強事業主任）

1月17日（土）
湘南・沖縄部/横浜YMCA合同新年会（英一番館） 

1月22日（木）
仙台3クラブ合同新年会（スマイルホテル仙台国分町）
1月30日（金）
国際投票締め切り（ジュネーブ必着）



訃報

悲しいお知らせをお伝えいたします。

12月1日、横浜クラブメンバー（病気療養休会中）で元湘南・沖縄部部長の金廣照さんが、12月11日、御殿場クラブメンバーで現富士山部部長の木村朗さんがご逝去されました。謹んでお悔やみ申しあげます。 

以下、所属のクラブの方々からの追悼の言葉です。

金廣照ワイズは、12月1日に天に召されましたが、彼の人生は全く豪放磊落、破天荒な一生だったと思います。今年2２月末の湘南・沖縄部部長公式訪問に私が参加する意思を例会で表明した時、「高田さんが沖縄へ行くなら俺も一緒に行く！」と手を挙げて参加しました。ところが、体調が悪かったせいか沖縄では車椅子での移動となり、宴会では傍若無人に酒を飲んで周囲をハラハラさせていました。横浜へ戻って数日後に入院となり、リハビリに専念していましたが、残念な結果となってしまいました。

ワイズ歴は、1994年から2年間、横浜クラブの会長を務め、2004年には湘南・沖縄部の部長も務め、2007年に東京センテニアルクラブへ転出した後、2013年に横浜クラブに再入会したばかりでした。

彼が1991年11月に横浜クラブに入会した時からの親交を保ってきましたが、最初から妙にウマの合う間柄で、何でも言いたいことを言い合う仲でした。

彼は、外見に似合わず真面目一徹な人物で、YMCAのスタッフを20年に亘り勤めながら在日民団(神奈川)の副団長を務めたり、在日教会の南北統一委員長として北朝鮮を訪問したりした事もありました。とにかく計り知れないスケールを持った人で、南北統一のために、聖書の印刷工場を作って配るのが夢で、最後には、夢叶わず小説にして刊行するのだと、病床を見舞ったときに何度もその話を聞かされました。その脱稿を前に、天に召された事は前夜式の金秀男ワイズの弔辞にも如実に語られていました。

彼の性格から、周囲に迷惑をかけることも度々でしたが、まだまだ一緒にワイズの世界を闊歩したかった貴重な友人を亡くした事は、残念でたまりません。心から金廣照ワイズの安らかな眠りをお祈りいたします。

横浜クラブ　高田一彦
謹んで、木村様のご霊前に、御殿場クラブを代表いたしましてお別れの言葉を申しあげます。貴方様の訃報に接し、私達は驚きと悲しみで目の前が真っ黒になりました。私たちにとって貴方はどんなに頼りがいのある方だったことでしょう。陰になり、日向になり、常に私たちを励まし、温かくご指導してくださいました。

例年行われる老人施設に夏祭りのお手伝いを、汗を流しながら率先して動いていただいている姿が思い出されます。また、東山荘の奉仕作業の最中に蜂にさされましたよね。そのとき、腕が赤く腫れ上がってしまったのに「大丈夫だよ」と言って、その腕を隠しながら、作業を続けられていましたよね。自分に厳しく、人に優しい木村さんでした。

また、毎月行われる例会には欠かさず出席され、結論のでないときは貴方のひとことでまとまりました。そんな貴方のお人柄は、奥様が常にワイズの行事に参加、協力して下さることに表れていると思います。

木村さん、もう貴方と語り合えないと思うと寂しい限りです。私たちは貴方のワイズメンズクラブのボランティア活動に対する熱い思いを忘れることなく今後の活動に役立てて参ります。

「さようなら」。どうぞ安らかにお眠りください。

御殿場クラブ会長　金光京子（告別式での弔辞）


富士山部部長の後任について

富士山部木村部長のご逝去により、次期部長の久保田康正さん（伊東）がその任期を早め、1月から富士山部部長に就任され運びとなることが、12月14日（日）に開催された富士山部臨時役員会で決定されました。

現職部長のご逝去という悲しく困難な状況を、富士山部の皆さまが木村さんの遺志を継がれ、乗り越えられていくことをお祈り申しあげます。


どうぞよろしく　―新入会員のご紹介―
新入会員の皆さんの内、プロフィール、一言と写真をお送りいただいた方々のご紹介です。
小林　徹さん（富士）

三島から国道１号を東へ、箱根へ向かう中腹に静岡恵明学園はある。県立の孤児院で、乳児部と児童部があり、0歳から18歳までの子供が入居しています。私は10年前ここの職員と知り合い、ここの存在を知りました。県の運営であるが、運営費が潤沢ではなく物が足りない状態であるとの事。まだ使える物であれば、なんでもなんでもいただきたいとの話から、私の子供の不要になったものをはじめ私の若い時の服、日用品、教材その他なんでもある程度たまると届けるようになりました。敷地が広く車で入って行くといつも子供たちが寄ってきて、「おじさん！今日はどの人に会いに来たの？僕が案内するよ！」と本当に人懐っこい子供たちで一杯です。なんとか子供たちが非行の道に進まず幸せの人生を掴んで行ってほしいと願っております。今回は傘がいつも足りないとの話で準備しています。（11月12日入会）
佐藤重良さん（甲府21）

秋田県大館市出身で、甲府の自然が気に入り 昭和42年から住んでいます。仕事は建築士で長年総合建築業に勤め、これまでの単身赴任歴は30年です。現在は退職しましたが、建築関係の仕事をお手伝いしています。趣味はゴルフ、園芸 で今は妻と2人暮らしをしています。よろしくお願いいたします。（12月14日入会）
奈良田和也さん（甲府21）
甲府市出身。生業はスタッフ3人の建築設計事務所を経営しております。性格は人見知りで神経質と自分では思っていますが、他人の評価は少し違うようです。趣味は読書、スキー（5年前まではよく行っていた）、ドライブ 、付合いゴルフ（口が裂けても趣味とは言えません）です。お酒はほとんど飲めません。 子供は長女(学生22歳）と長男(予備校生19歳)の2人です。どうぞよろしくお願いします。（12月14日入会）

廣瀬　健さん（甲府21）

このたび甲府21ワイズメンズクラブに入会させていただけたことを皆様に感謝いたします。 クラブのなかで一番若い私・・・諸先輩方に導いていただき、社会貢献できるよう微力ながら頑張ります。 大学を出てから40歳まで神奈川県の湘南で生活をしていました。その地で妻を見つけ、山国山梨に連れて帰ってきました。 約20年間毎日海を見、現在は山を見、常に自然に囲まれています。 マリンスポーツで荒波に揉まれる事には慣れているのですが、社会の荒波にはまだまだ慣れません。クラブを通して社会貢献し、皆様との交流で"こぴっと"一人前の男になりたいと思います。ご指導よろしくお願いします。（12月14日入会）



東日本区事務所は1月7日（水）まで休業いたします。緊急のご連絡はロースターに掲載されている田中理事の携帯までお願いいたします。
東日本区ニュース


（理事通信）
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東日本区理事メッセージ                主題：　「誇りと喜びを持って」








明けましておめでとうございます。


2015年が希望に満ちた、そして誇りと喜びにあふれた年となりますことをお祈り申しあげます。


私たちの年度の始まりは７月で、ちょうど半分を経過したところに新しい年を迎えることになります。新しい1年のスタートに際して、今年度の前半に取り組んでこられてきたワイズ活動を振り返っていただき、後半に向けて新たな夢を描いていただければ幸いです。


ワイズへの入会式、ワイズ役員の就任式いずれの式文でもワイズメンであることの意味、求められる資質として「理想主義者であること」が謳われています。どうぞ皆さん大きな夢を持ち、夢の実現に向けてできることから着実に取り組んで参りましょう。


（理事：田中博之)


















































日頃より盛岡YMCA宮古ボランティアセンターが行っております東日本大震災被災地復興支援活動にご理解とご支援を賜り心より感謝申し上げます。


震災から3年9ケ月が経過しました。瓦礫等が撤去された後は大きな変化もなかった宮古諸地域の風景も今年になり、区画整理等の工事が急速に進み以前とは異なったものになって来ています。一方で復興住宅が建設される中、仮設住宅等で形成されたコミュニティがバラバラになる等の不安の声も聞いております。また、市内の一部の小学校においては震災後に入学してきた1年生から4年生は、校庭に仮設住宅があるのが当たり前のように受けとめており、震災前の学校生活を経験している5，6年生と明らかに運動能力の差が数値としても認められるようになってきております。


盛岡YMCA宮古ボランティアセンターは、2012年度から「宮古を愛するこどもたちの育成事業」として、月例の野外活動、夏期の水泳教室、毎週のサッカー教室、高校生のボランティア体験など、重点をYMCAの得意とする青少年の育成において活動を行ってきており、今後も10年間（2011年から2021年まで）の継続を目標にしております。


全国からの寄付が減少する中、今年度の活動には、各種助成金などを受けることが可能になり、次年度もスタッフレスにはなりますが、引き続き、活動の継続の目途が立ちました。ボランティアセンターについては、現在、地権者の方に賃借の継続を打診しておりますが、これが認められない場合は、新たに市内に拠点を賃借する必要も出てきます。まだまだ、活動を継続していく上で、ワイズメンズクラブの皆様からのご協力が必要です。どうぞ引き続きご支援いただきますようお願い申し上げます。
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